
～平成30年度交付決定額： 10,919 千円 平成31年度申請額： 3,525 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

  本県の文化遺産の魅力を効果的にＰＲすることにより、県民自身が地域の魅力を再認識するととも
に、文化遺産の保存・継承の動機づけとなる。
  また、本県への訪問者の増加が期待できることから、地域の活性化につながる。

  本事業の実施により、県民の多くが地域の文化遺産の魅力を再認識し、保存・活用や観光資源化の機
運が高まる中で、策定の必要性が高まった際に策定を検討する。

地方公共団体
担当部局課

富山県教育委員会生涯学習・文化財室（文化財班）

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

富山県  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る全体の企画・調整や、各補助事業に係る指導等は以下の担当課が行う。
教育委員会生涯学習・文化財室：各補助事業における文化財の取扱い等に関する指導・調整等

また、補助事業は次の団体が実施する。補助事業に係る書類及び成果物等は実行委員会事務局が管理
することとし、実施期間終了後は富山県に継承する。

・とやまの文化遺産魅力発信事業実行委員会（会長 神川 康子）
  ・富山県世界遺産登録推進事業実行委員会（会長 蔵堀 祐一）
・富山県民謡民舞連盟（会長 野上 克裕）

各年度の事業終了後は、とやまの文化遺産魅力発信事業実行委員会において、事業の実施報告及び成
果の評価を行う。また、評価結果については、毎年度、富山県総合計画（平成30年２月策定）にもとづ
いて実施する施策に反映させることとする。具体的には施策についての政策評価において本事業の評価
結果も盛り込むこととする。

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

富山には世界遺産「五箇山の合掌造り集落」やユネスコ無形文化遺産に登録された「高岡御車山祭の
御車山行事」、「魚津のタテモン行事」、「城端神明宮祭の曳山行事」をはじめとした多くの曳山等行
事が保存継承されているほか、全国一ともいえる1,000件を超える獅子舞や重要無形民俗文化財「越中の
稚児舞」や「おわら」、「こきりこ」、「麦屋節」など多くの民俗芸能が伝承されている。
また、標高3,000ｍから富山県の水深1,000ｍまでは直線距離にして50㎞という特異な地形が生み出す

自然環境が本県の歴史と文化を育んできた。さらに、日本列島の中心に位置する本県は暖帯と寒帯の樹
木や動植物が混在することが特徴である。
これらの富山県の文化遺産の魅力について情報発信し、国内外からの来訪者の増加を目指すととも

に、県民に本県の文化遺産の魅力を再認識し、地域の活性化を図る。

地域文化遺産活性化

平成 30 年度 ～ 平成

とやまの文化遺産魅力推進計画
【計画の改善時期】

平成31年度

事業概要：
高校生や大学生を対象に世界遺産暫定一覧表候補の文化資産をはじめとした県内の文化
遺産について研修するユースプログラム事業を実施し、文化遺産保存継承の牽引役とな
る人材育成を図る。自主財源での予算措置を予定している。

事業概要：
事業②、④は、補助事業終了後も継続して作成した映像記録や成果物をホームページ上
で公開していく予定である。

事業概要：
事業⑤は、自主事業で作成した重要文化財「常願寺川砂防施設」のＰＲチラシや、移動
展示が可能な模型を博物館等で積極的に活用し、今後も継続して立山砂防の普及啓発事
業を進めていく予定である。事業⑩は、事業計画の再検討を行う予定である。

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

34 年度

様式１－１



人 人

#DIV/0!

400 人 人 人 人

平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

平成 34 年度 400 人

設定根拠４： 富山県の伝統芸能の保存継承団体の活動員数の現状維持

進捗状況４： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値４： 【現状値】 平成 29 年度 400 人 ⇒ 【目標値】

目標区分４： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分４： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標４： 祭礼行事を継承する保存団体の活動数 関連事業: ④、⑧

人 人

697%

93,260 人 人 人 人

平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

平成 34 年度 50,000 人

設定根拠３： 「常願寺川砂防施設」の重文指定を受けて年間1,000人程度の増加を見込む

進捗状況３： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値３： 【現状値】 平成 29 年度 42,755 人 ⇒ 【目標値】

目標区分３： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分３： 地域の文化遺産関係資料館、博物館等の年間入館者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３： 立山カルデラ砂防博物館の入館者数 関連事業: ①、②、③、⑤

％ ％

0%

25 ％ ％ ％ ％

平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

平成 34 年度 30 ％

設定根拠２：
富山県の曳山行事等の文化遺産を紹介冊子やＨＰ上で情報発信することにより住民の誇
りや関心の高まりを見込む

進捗状況２： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 29 年度 25 ％ ⇒ 【目標値】

目標区分２： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分２： 地域に誇りを感じる住民の割合 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２：
住民の伝統文化等の文化遺産の再発見や認識へ
の高まり

関連事業: ③、④、⑨、⑩

340%

年度

178 千人 千人 千人 千人 千人 千人

情報発信により、毎年2,000人増の入込数を見込む

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
ユネスコ無形文化遺産「高岡御車山祭」への入
込数

関連事業: ①、②、④

目標値１： ⇒【現状値】 平成 29 年度 【目標値】144 千人 平成 34 年度 154 千人

様式１－１別紙①



ｐｖ ｐｖ

0%

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

0 ｐｖ ｐｖ ｐｖ ｐｖ

～ 平成 34 年度

事業概要：
幾筋もの大きな河川と豊富な湧水、深海の富山湾など全国屈指の豊かな水資源に恵まれ
た富山県は、まさに「水の王国」。「水」と人々が織り成した文化遺産に焦点をあて、
「祈り」「闘い」「恵み」の視点から、その特徴や魅力を広く発信。

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

34 年度 平成 35

具体的な指標： ホームページに掲載した当該資料の閲覧数（ＰＶ数）

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 ｐｖ ⇒ 【目標値】 平成 34 年度 3,000 ｐｖ

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 33 年度 平成

76 回 回 回 回 回 回

1%

事業③： 「水の王国：とやま」発信事業 実施団体： とやまの文化遺産魅力発信事業実行委員会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度

過去に撮影した文化遺産に関するビデオテープ記録をデジタル化し、上記のＨＰで公開
する。

評価指標区分：
・コンテンツダウンロード数（掲載ＨＰや動画共有サイトでの
再生回数等）

（具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 掲載ＨＰからの延べ閲覧回数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 回 ⇒ 【目標値】 平成 34 年度 7,000 回

事業概要：

34 年度 50,000 ｐｖ

34 年度 平成 35 年度32 年度 平成 33 年度 平成

とやまの文化遺産映像コンテンツ制作事業 実施団体： とやまの文化遺産魅力発信事業実行委員会

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 30 年度 平成 31 年度 平成

⇒

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 30 年度

ｐｖ

1%

ｐｖ ｐｖ ｐｖ390 ｐｖ ｐｖ

事業②：

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： とやまの文化財情報発信事業 実施団体： とやまの文化遺産魅力発信事業実行委員会

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： ホームページの閲覧数（ＰＶ数）

目標値：

～ 平成 32 年度

事業概要：
富山県内にある1,200件を国・県・市町村指定文化財（文化遺産）等の解説・画像や世
界遺産やユネスコ無形文化遺産の情報や魅力を発信するＨＰを作成。次年度以降はコン
テンツを２箇年かけて多言語化する。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度

【現状値】 平成 29 年度 0 ｐｖ 【目標値】 平成

様式１－１別紙②



31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成

80 ｐｖ ｐｖ ｐｖ ｐｖ ｐｖ ｐｖ

1%

事業概要：
写真や平易な解説に加え、関連情報を収集できるＱＲコードを貼り付けた説明板を作
成・設置する。説明板は周辺の文化遺産への周遊・見学を誘導する内容とするととも
に、英語訳を付けて外国人に対応できるものとする。

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

34 年度 平成 35

具体的な指標： ＱＲコードからのホームページの閲覧数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 ｐｖ ⇒ 【目標値】 平成 34 年度 15,000 ｐｖ

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 30 年度 平成

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 34 年度

93,260 人 人 人 人

人 ⇒ 【目標値】 平成 34 年度

31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成

事業⑥： わかりやすい文化財説明板設置事業 実施団体： とやまの文化遺産魅力発信事業実行委員会

30 年度 ～ 平成 30 年度

人 人

697%

事業概要：
約150年前におきた安政の大地震で４億立米ともいわれる崩壊土砂が発生した。大正時
代から100年以上にわたり続く砂防事業で建設された重要文化財「白岩堰堤」「本宮堰
堤」「泥谷堰堤」の移動展示可能な模型を製作し、近代歴史遺産の魅力発信を図る。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

34 年度 平成 35

具体的な指標： 「常願寺川砂防施設」の重文指定を受けて立山カルデラ砂防博物館の入館者数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 42,755

1%

50,000 人

進捗状況：

年度平成 30 年度 平成

31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成

事業⑤： 立山砂防情報発信事業 実施団体： とやまの文化遺産魅力発信事業実行委員会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成

2,000 ｐｖ

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 30 年度 平成

24 ｐｖ ｐｖ ｐｖ ｐｖ ｐｖ ｐｖ

事業概要：
ユネスコ無形文化遺産「高岡御車山祭の御車山行事」「魚津のタテモン行事」「城端神
明宮祭の曳山行事」をはじめとした本県に継承されている曳山行事を紹介する冊子を作
成するとともに、ＰＤＦ化しＨＰ上で公開

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

34 年度 平成 35

具体的な指標： ホームページに掲載した当該資料の閲覧数（ＰＶ数）

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 ｐｖ ⇒ 【目標値】 平成 34 年度

事業④： とやまの曳山行事魅力発信事業 実施団体： とやまの文化遺産魅力発信事業実行委員会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 30 年度



31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成

0 回 回 回 回 回 回

0%

事業概要：
富山県内には全国一の件数といわれる1,100件以上の獅子舞が保存伝承されている。県
内だけで５種類に形態が分けられるのも特徴である。これらの獅子舞について地域毎の
代表的な獅子舞映像記録を作成し、ＨＰ上で公開

評価指標区分：
・コンテンツダウンロード数（掲載ＨＰや動画共有サイトでの
再生回数等）

（具体的な指標は次のとおり）

34 年度 平成 35

具体的な指標： 掲載ＨＰからの延べ閲覧回数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 回 ⇒ 【目標値】 平成 34 年度 20,000 回

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 30 年度 平成

31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成

事業⑨： とやまの獅子舞魅力発信事業 実施団体： とやまの文化遺産魅力発信事業実行委員会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 32 年度 ～ 平成 33 年度

400 人 人 人 人 人 人

#DIV/0!

事業概要：
国指定重要無形民俗文化財「越中の稚児舞」や「こきりこ」・「おわら」・「麦屋節」
など富山県の民俗芸能等の保存継承団体（20団体）が一堂に会する公開事業を実施

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

34 年度 平成 35

具体的な指標： 出演団体の保存会会員数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 400 人 ⇒ 【目標値】 平成 34 年度 400 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 30 年度 平成

31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成

事業⑧： とやまの伝統芸能魅力発信事業 実施団体： 富山県民謡民舞連盟

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 33 年度 ～ 平成 33 年度

5 人 人 人 人 人 人

17%

事業概要：
世界遺産暫定一覧表候補の文化資産をはじめとした県内の文化遺産について、大学生コーズ、
高校生コースに分け座学や現地研修を実施、文化遺産保存継承の牽引役ともなる人材を育成す
る。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

34 年度 平成 35

具体的な指標： 高校生や大学生の文化財ボランティア活動参加者

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 人 ⇒ 【目標値】 平成 34 年度 30 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 30 年度 平成

事業⑦： 文化遺産人材育成プロジェクトユースプログラム 実施団体： 富山県世界遺産登録推進事業実行委員会

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 34 年度



31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成

0 ｐｖ ｐｖ ｐｖ ｐｖ ｐｖ ｐｖ

0%

事業概要：
国・県・市町村指定等の樹木・樹叢の写真や特徴、見どころなどを紹介した探訪ガイド
マップを作成し、県内外に樹木の魅力を情報発信するとともに、貴重な天然記念物への
理解を深め、愛護の機運を高める。

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

34 年度 平成 35

具体的な指標： ホームページに掲載した当該資料の閲覧数（ＰＶ数）

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 ｐｖ ⇒ 【目標値】 平成 34 年度 1,000 ｐｖ

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 30 年度 平成

事業⑩： とやまの巨木・樹叢の魅力発信事業 実施団体： とやまの文化遺産魅力発信事業実行委員会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 34 年度


